


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　Ll　／　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　N．　／　 　 　x　　　　 　K、＿＿＿＿＿＿t＿＿＿＿＿＿＿ノ
　　　　　　　ジャンプアップ
ばあいには
　　　　論ずる
（人が）　　　　方法を
科学の
一158一
ずる」のr人ガナニカヲ」というValenzはそのままのこっている。どんなばあ
いにどのようなジャンプアップが許され，あるいは許されないかは興味多い問
題である。動詞や形容詞の連体修飾をこのような立場から整理してみることは
必要なことであろう。これもこれからの問題として残されている。
　このような連体格がどこにかかるかをみるとき，いわばアンビギュイティを
解くときに，このような動詞のValenzとそのワードクラスについて事実をつ
きとめておくことが必要である。たとえば高然界に起っている，ほんとうは
複雑な現象を，人間の頭のなかで一一つ一一つに分析して，そのおのおのについて
調べたことが，そのまままた重なり合って，全体の現象の性質を示すかどうか
は分らない」（1』ﾈ学の方法」）というとき，聴然界におこっている」はどこに
かかるかというと，機械的にみると次にいくつか出てくる名詞のどれにもかか
りうる可能性がある。これを
　　　　　　　　　　　　　　　起こる
　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　現象が　　　　　　　自然界に
　　　　　　　　　　複雑な
の連体格のジャンプアップとみると歪確な処理が期待できる。すなわち生成文
法でいう補文中の表層では空位の主格（または他0）格）に連体修飾される名詞
を汚いて検定するのである。動詞のValeRZだけでなく，その先の名詞などの性
質，ワードクラスについても調べておく方がよい理由の一一一・Dである。
　連体格のもう一一つに1名詞E＋の÷名詞、」の形があるが，このようなぼあいに
も概念聞の関係を明らかにすることが必要である。今かりに一つの案として名
詞1のさすものをA，名詞2のさすものをBとすると，
　　　ADB
　　　A⊂B（ふつうAの前に形容詞がつく）
　　　A・B（同格）
　　　AlB
　　　　　　　　　　　　　　　－leqq一
のように分けることもできる。A≠Bのなかには，　Bが動作性のもの（コン
ピュータの利用，原則の適用など）とそうでないもの（自然科学の分野，共岡
利馬の方法）とにまず区別できよう。そうでないものは更にくわしく分析すべ
きであるが，別の機会にゆずることにする。すなわち将来の課題である。もっ
ともA⊂Bの型については，すでにいくつかの論文で述べたことがある。
　このほかに接続助詞などで結ばれるものの問題がある（南不二男氏の研究が
ある）。これも大きな問題でたとえばrて」一つとってもなかなか複雑である。
これもこれからの課題である。副詞と動詞など，連用修飾もとりあげるべきで
ある。文章の関係からみたValenzなども明らかになるとよい（林四郎氏が研究
されている）。
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